
事業所名  　松鶴野崎弐番館

作成日：　平成　２７年　６月　１８日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

身体拘束についての理解を深める 定期的に勉強会や人権保護委員会
を通して学ぶ機会を作る

現場の実状に即した部分で、身体拘束につ
いての理解を深めていけるように取り組んで
いく ６ヶ月

2 2

地域とのかかわりを深める 運営推進会義の議題として、取り上
げていく

運営推進会義メンバーやスタッフで何か良
い案がないかを検討し、実践につなげていく

６ヶ月

3 26

家族の要望を盛り込んだ介護計画を作成
していく

家族さんの面会を増やしていく 家族交流ができる行事等を考えていく。ま
た、家人さん来館時には、コミュニケーション
をとる中で、要望を積極的に聞いていく ６ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

2　目標達成計画

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えなが
ら、優先して取り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


	目標達成計画

